
伍
守
陽
の

作
活
動
と

丹
法

『

德
眞
源
』

收
『
門
人
問
答
』
と

藏
輯

本
『
仙
佛
合
宗
語

』
の
比
較
を
中
心
に

吉

澤

希

一
、
は
じ
め
に

『

德
眞
源
』
本
の
發
見

伍
守
陽
（
號：

沖

子
、
一
五
七
四
〜

）
は
、

代
末
期
の
南

昌
出
身
の

丹
修
行

お
よ
び

作
家
で
あ
り
、

眞
敎
の
七
眞

の
一
人
・
邱
長
春
（
諱：

處
機
、
一
一
四
八
〜
一
二
二
七
）
か
ら
八

代
目
の
「

門
派
」
後

を
自

し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
彼
は
萬

年

後

か
ら
崇
禎
年

に
か
け
て
南
京
の

齋
を
據
點
と
し
な
が
ら
、
門
人

に

丹
を
中
心
と
す
る
修

法
を

い
た
。
そ
の
思
想
や

丹
法
は
、
共
に
師
の
曹

陽
（
法

名：

常

、
一
五
六
二
〜
一
六
二
二

）
に
仕
え
た
親
族
の
伍
守

（
號：

眞
陽
子
、
生

年
不
詳
）
と
の
共
同
作
業
に
よ
り
、『
天
仙

正
理
直
論

』
や
『
仙
佛
合
宗
語

』
な
ど
の

作
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。

伍
守
陽
に
つ
い
て
は
、
そ
の

丹
法
の
理
論
體
系
の
整
理
や
、

彼
の

張
す
る
系

識
の
分
析
の
二
つ
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
し

て
從
來
論
じ
ら
れ
て
き
た１

）。
ま
た
彼
の

作
を

る
先
行

究
で

は
、
淸
代
の
蔣
元
庭
（
諱：

予
蒲
、
一
七
五
六
〜
一
八
一
九
）
に
よ

り
嘉
慶
年

に

纂
さ
れ
た
『

藏
輯

』、
お
よ
び
そ
れ
に
基

づ
き
光

三
十
一
年
（
一
九
〇
六
）
に

で

刊
さ
れ
た
『
重

刊

藏
輯

』
の
畢
集
（
第
十
九
集
）

收
の
テ
キ
ス
ト
が
、

も
廣
く
參
照
さ
れ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
以
下
、『

藏
輯

』

畢
集
で
の
收

順
序
に
從
っ
て
そ
の
四
書
を
示
す
。

二
〇



一
）『
仙
佛
合
宗
語

』

六

。

立
年
代
未
詳
。
伍
守
陽
と

齋
に
集
う
門
人
や

敎
友

の
問
答
集
。

二
）『
天
仙
正
理
直
論

』

一

。
崇
禎
十
二
年
（
一
六
三
九
）
の
「
本
序
」
を
有
す
る
。

伍
守
陽
の

の

作
で
あ
り
、

丹
法
に
よ
る
修
行

の

容
を
九

構

で

く
書
物
。

三
）『
天
仙
正
理
淺

』

一

。『
直
論

』
と
同
時
に

立
し
、

書
當
時
は
そ

の

頭
に
收

さ
れ
て
い
た
。

學

に
向
け
、

丹
法
に
よ
る

仙
修
行
の

提
と
な
る
世
界

や
、
修
行
を
開
始
す
る

の
準

備
な
ど
を

く
。

四
）『
伍
眞
人
丹

九

』

一

。
崇
禎
十
三
年
（
一
六
四
〇
）
の
「

」
を
有
す
る
。

『
天
仙
正
理
直
論

』
で

か
れ
な
か
っ
た

や
口
訣
の
詳

細
を
九

構

で

か
す
書
物
。
以
下
、『
丹

九

』
と
呼

。

こ
れ
ら
四
書
の
う
ち
、『
丹

九

』
と
呼
ば
れ
る

作
に
關

し
て
は
、『

藏
輯

』

に
お
け
る
書
名
に
つ
い
て
、
本

と

の
矛
盾
が
あ
る
こ
と
が
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。
伍
守
陽
自
身
に

よ
る
序
に
は
、

の
よ
う
な

が
見
え
る
。

向
に
天
仙
正
理
直
論
九

有
り
、
仙
理
の

第
を

陳
す
る

こ
と
詳

な
り
。
茲
に
復
た
仙
佛
合
宗
語

九

を

し
、

一
い
は
以
て
直
論
未
だ
宣
べ
ざ
る
の

法
を

き
、
一
い
は

以
て
口
傳
の
未
だ
洩
ら
さ
ざ
る
の
天
機
を

く
す
。

（
向
有
天
仙
正
理
直
論
九

、

陳
仙
理

第
詳

。
茲
復

仙

佛
合
宗
語

九

、
一
以

直
論
未
宣
之

法
、
一
以

口
傳

未
洩
之
天
機
。）

（『
丹

九

』、『
輯

』
畢
集
六
、
二
十
一
葉
表
）

こ
こ
で
伍
守
陽
は
、
先
に
書
き
上
げ
た
『
天
仙
正
理
直
論

』

九

の

容
を
補
完
す
る
目

の
た
め
、
同
じ
く
九

構

の
「
仙
佛
合
宗
語

」
を
今

す
の
だ
と

べ
る
。
し
か
し
こ

の

が
『
丹

九

』
の
序
と
し
て

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

九

構

と
い
う
特

を
踏
ま
え
る
に
、
こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
仙

佛
合
宗
語

」
と
は
、『

藏
輯

』

に
別
に
存
在
す
る

六

の
『
仙
佛
合
宗
語

』
と
い
う
書
物
で
は
な
く
、
こ
の
『
丹

九

』
自
體
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
『

藏
輯

二
一

伍
守
陽
の

作
活
動
と
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法



』
に
お
い
て
附
さ
れ
て
い
る
『
丹

九

』
と
い
う
題
は
、
少

な
く
と
も
こ
の
序
が
書
か
れ
た
當
時
の
書
名
で
は
な
か
っ
た
と
推

測
さ
れ
、
伍
守
陽
を

う
先
行

究
の
多
く
で
、
こ
の
こ
と
は

す
べ
き
點
と
し
て
繰
り

し
指
摘
さ
れ
て
き
た２

）。

一
方
、『

藏
輯

』

に
お
い
て
『
丹

九

』
に
代
わ
り

『
仙
佛
合
宗
語

』
の
名
を
冠
す
る

六

の
書
物
は
、
伍
守
陽

の
思
想
を
傳
え
る

長
の

で
あ
る
。
だ
が
、
他
の

作
と
異

な
り

纂
の
經
緯
や

圖
を
傳
え
る
序

や
跋

を
含
ま
な
い
た

め
、
そ
の

立

や
「
仙
佛
合
宗
語

」
の
題
を
持
つ
こ
と
に

な
っ
た
事

は

ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
從
來
の

究

で
は
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、『

藏
輯

』

の

六

本
『
仙
佛
合
宗
語

』
の
本

に
は

の
よ
う
な
箇

が
あ

る
。

夫
れ
金
丹
仙

の
至
っ
て

か
し

き

は
、
眞
火
眞
藥
な

り
。
而
る
に
二
眞
人
反
復
し
て
言
の
詳
し
き
を
爲
さ
ざ
る
を

得
ざ
る
な
り
。
我
今

び
語

に
詳
ら
か
に
す
る
は
、
當
時

の
剌
血
同
盟
の
語
に

ぎ
ざ
る
の
み
。
字
字
句
句
の
理
、
皆

仙
師
の
法
旨
に
出
づ
。

（
夫
金
丹
仙

至

、
眞
火
眞
藥
也
。
而
二
眞
人
不
得
不
反

爲
言
之
詳
也
。
我
今

詳
於
語

、
不

當
時
剌
血
同
盟
之

語
耳
。
字
字
句
句
之
理
、
皆
出
仙
師
法
旨
。）

（『
仙
佛
合
宗
語

』

三
、『
輯

』
畢
集
二
、

十
二
葉
裏
〜
十
四
葉
表
）

伍
守
陽
は
こ
の
箇

の
直

で
曹

陽
と
そ
の
師
で
あ
る
李

（
法
名：

眞
元
、
一
五
二
五
〜
一
六
一
五

）
の
「
眞
火
眞
藥
」

に
關
す
る
詩
の

味
を
解

し
て
い
る
。
そ
し
て
自
分
が
今
「
語

」
で
詳
し
く

べ
る
言
葉
は
、

て
正
統
な
「
剌
血
同
盟
之

語
」
な
の
だ
と

張
す
る
。
こ
こ
で
い
う
「
語

」
と
は
、

脈

上

ら
か
に
『
丹

九

』
で
は
な
く
、
こ
の
六

本
『
仙
佛
合

宗
語

』
自
體
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
仙
佛

合
宗
語

」
と
い
う
書
名
が
、『
丹

九

』
で
は
な
く
六

本

『
仙
佛
合
宗
語

』
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
必
ず
し
も
淸

代
嘉
慶
年

の
蔣
元
庭
の
『

藏
輯

』

纂
の
段
階
で
何
ら
か

の
操
作
が
行
わ
れ
た
結
果
な
ど
で
は
な
く
、

末
當
時
の
伍
守
陽

自
身
や
そ
の
共
同
執
筆

の
伍
守

、
も
し
く
は
そ
の

圍
に
い

た

齋
關
係

が
、
あ
る

度

圖
し
て
そ
の
よ
う
に
し
た
可

二
二

伍
守
陽
の

作
活
動
と

丹
法



能
性
が
あ
る
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
筆

の
結
論
を
先
に

べ
る
と
、

の
よ
う
に
な
る
。

『

藏
輯

』
の
『
丹

九

』
は
、

立
當

は
「
仙
佛
合
宗

語

」
と
い
う
書
名
を
持
っ
て
お
り
、
九

構

の
本

に
加
え

て
、
伍
守
陽
と
門
人

の
問
答
集
で
あ
る
『
門
人
問
答
』
と
『

古

』
を
附

と
し
て
備
え
た
形
で
一
旦
出
版
さ
れ
て
い
た
。
そ

し
て
詳
細
な
時
期
は
不

だ
が
、
伍
守
陽
や
伍
守

は
こ
の
當

の
『
仙
佛
合
宗
語

』
の
附

で
あ
っ
た
『
門
人
問
答
』
と
『

古

』
に
大
幅
な

補
と

集
を
施
し
、『

藏
輯

』
に
見

ら
れ
る
よ
う
な

六

の
新
し
い
『
仙
佛
合
宗
語

』
を
形

し

て
い
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る３

）。

六

構

の
『
仙
佛
合
宗
語

』
の
原
形
だ
と
推
測
さ
れ
る

『
門
人
問
答
』
お
よ
び
『

古

』
は
、
從
來
の
テ
キ
ス
ト

究

で
は
淸
末
光

二
十
三
年
（
一
八
九
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
伍
柳

仙
宗
』

に
し
か
存
在
が
確

さ
れ
て
い
な
か
っ
た４

）が
、
そ
の

容
や
構

は
不
完

な
が
ら
『

藏
輯

』
の
『
仙
佛
合
宗
語

』
の
一
部
と
符
合
す
る
も
の
だ
っ
た
。『
伍
柳
仙
宗
』
は
伍
守

陽
と
淸
代
の
柳
華
陽
（
生

年
不
詳
、
嘉
慶
年

の
人
）
の

作
を

合
刻
し
た

丹

と
し
て
廣
く
讀
ま
れ
た
が
、

究
上
は
そ
の

立
年
代
の
新
し
さ
か
ら
、
嘉
慶
年

立
の
『

藏
輯

』
以

上
の
史
料
價
値
を
持
ち
に
く
い

況
が
あ
っ
た
。

し
か
し
筆

は
、
東
洋

庫

藏
の
嘉
慶
年

の
書
物
『

德

眞
源
』（

未
詳
、
嘉
慶
四
年
﹇
一
七
九
九
﹈
刊
行
）
の
中
に
、

『
門
人
問
答
』
と
『

古

』
を
附

に
備
え
、『

藏
輯

』
の

『
丹

九

』
と
ほ
ぼ
同
一

容
の
本

を
持
つ
構

の
『
仙
佛

合
宗
語

』
が
收

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
發
見
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、『
丹

九

』
と
『
仙
佛
合
宗
語

』
を
別
々
に
分
け
る

『

藏
輯

』
が

立
し
た
嘉
慶
年

に
は
す
で
に
、
そ
れ
と
異

な
る
書
名
と
構

を
留
め
た
テ
キ
ス
ト
が
世
に
流

し
て
い
た
こ

と
が

し
た
。
ま
た
光

年

立
の
『
伍
柳
仙
宗
』
に
收

さ
れ
る
『
門
人
問
答
』
と
『

古

』
は
、『

德
眞
源
』

收

の
テ
キ
ス
ト
の
存
在
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
『

藏
輯

』
の
『
仙

佛
合
宗
語

』
か
ら
後
世
の
人
が

粹
し
た
も
の
な
ど
で
は
な
く
、

む
し
ろ
伍
守
陽
や
伍
守

に
よ
る

集
を
受
け
る
以

の
、
早

い
段
階
で
一
旦
出
版
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
く
可
能
性
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た５

）。

二
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以
上
の
經
緯
か
ら
、
本
稿
で
は
『

藏
輯

』

で
『
仙
佛
合

宗
語

』
と
題
さ
れ
て
い
る

六

の

作
に
着
目
し
、

に
そ

の
原
形
だ
と
推
測
さ
れ
る
『

德
眞
源
』

收
の
『
門
人
問
答
』

お
よ
び
『

古

』
と
の

容
の
比
較
を
行
う
こ
と
で
、

纂
方

針
や
「
仙
佛
合
宗
語

」
と
い
う
書
名
に

め
ら
れ
た

圖
の
一

端
を
考
察
し
て
い
く
。

な
お
、『
仙
佛
合
宗
語

』
と
い
う

作
の
變

を
論
じ
る
上

で
重

な
史
料
と
し
て
は
他
に
も
、『
藏
外

書
』
二
十
四

に

收

さ
れ
た
『
天
仙
論
語
仙
佛
合
宗
』
が

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は

光
二
十
七
年
（
一
八
四
七
）
に
重
刊
さ
れ
た
書
物
で
、
そ
の

容
や
構

を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、『

藏
輯

』
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
六

本
『
仙
佛
合
宗
語

』
が

齋
の
人
々
に
よ
っ
て
さ

ら
な
る

補
を
受
け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
『
藏
外

書
』
に
お
い
て
は
、
二
箇

あ
る
序

の
年
代
と
作

名
が
缺
落

し
、
加
え
て
一
部
に
激
し
い
錯

が
見
ら
れ
る
な
ど
、
テ
キ
ス
ト

上
の
問
題
が
多
く
存
在
す
る
。
よ
っ
て
取
り

い
に
は
愼
重
さ
を

す
る
た
め
、
本
稿
で
は
直
接

に
言

せ
ず
、
詳
し
い
考
證
は

後
に
期
し
た
い
。

二
、
各
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

本
稿
で
取
り

う
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
三
種
で
あ
る
。
各
本
の

詳
し
い
構

に
つ
い
て
は
、
本
稿
末
尾
の
附
表
一
に
示
し
た
。

一
）『
門
人
問
答
』
お
よ
び
『

古

』

（
嘉
慶
四
年
﹇
一
七
九
九
﹈
刊
、
東
洋

庫

藏
）

未
詳
『

德
眞
源
』

收
『
沖

伍
眞
人
仙
佛
合
宗
語

』
の
附

部
分
。
刊
行
年
代
は
蔣
元
庭
の
『

藏
輯

』
と

ほ
ぼ
同
時
代
で
、
伍
守
陽
自
身
に
よ
る
崇
禎
七
年
（
一
六
三

三
）
の
自
序
を
含
む
。
以
下
、
眞
源
本
『
門
人
問
答
』
お
よ
び

『

古

』
と
呼

す
る
。

二
）『
門
人
問
答
』
お
よ
び
『

古

』

（
光

二
十
三
年
﹇
一
八
九
七
﹈
刊

）

鄧
徽
績

『
伍
柳
仙
宗
』

收
『
仙
佛
合
宗
』
の
附

部
分
。

他
の
二
本
と
比
べ
て
刊
行
年
代
に
大
き
な

た
り
が
あ
り
、
字

句
の
相

も
少
な
く
な
い
が
、
基
本

な
構

は
先

の
眞
源

本
に
極
め
て
似
る
。
以
下
、
仙
宗
本
『
門
人
問
答
』
お
よ
び

『

古

』
と
呼

す
る
。
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三
）『
仙
佛
合
宗
語

』（
嘉
慶
年

刊
、
東
洋

庫
等

藏
）

蔣
元
庭

『

藏
輯

』
畢
集

收
。

六

。
刊
行
年
代

や
經
緯
を
示
す
序
な
ど
は
含
ま
れ
な
い
。
以
下
、
輯

本
『
仙

佛
合
宗
語

』
と
呼

す
る
。

『
門
人
問
答
』
お
よ
び
『

古

』
の
眞
源
本
と
仙
宗
本
は
、

字
句
の
相

を
除
け
ば
基
本

な
構

や

容
を
共
有
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
、
輯

本
『
仙
佛
合
宗
語

』
に
は
、
先
の
二
本
に
な

い
夥
し
い
數
の
自

が

に
附
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本

に

も
大
幅
な
書
き
換
え
や

補
が
行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
箇

が
多

數
存
在
す
る
。
一
方
、『

藏
輯

』

で
『
丹

九

』
と
題

さ
れ
た

と
、
眞
源
本
・
仙
宗
本
の
本

に
當
た
る
九

構

の
部
分
は
、
字
句
の
差
異
も
ほ
ぼ
な
く
、
各
テ
キ
ス
ト

で
同
一

の

容
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
確

で
き
た
（
附
表
二
を
參

照
）。
以
降
、
こ
れ
ら
九

の

容
に

れ
る
時
は
便
宜

に

『
丹

九

』
と
呼

す
る
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
、『
門
人
問
答
』

お
よ
び
『

古

』
と
輯

本
『
仙
佛
合
宗
語

』
の

の
差
異

が
、

圖

か
つ
大
規
模
な

集
作
業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

三
、
仙
佛
一
致
の

張
の

眞
源
本
・
仙
宗
本
『
門
人
問
答
』
お
よ
び
『

古

』
の
中
に

見
ら
れ
ず
、
輯

本
『
仙
佛
合
宗
語

』
に
お
い
て

加
さ
れ
て

い
る

の
特

と
し
て
、
ま
ず

げ
ら
れ
る
の
は
膨
大
な
古
語

の
引
用
で
あ
る
。
特
に
佛
典
へ
の
言

の

加
が
顯

で
あ
り
、

こ
こ
で
は
實
例
と
し
て
『

嚴
經
』
と
『
華
嚴
經
』
に
つ
い
て

べ
て
い
く６

）。
こ
の
二
つ
の
經
典
は
『
門
人
問
答
』
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
わ
ず
か
に
一
箇

ず
つ
、

體
名
を

げ
て
言

さ
れ
て
い

る
。

以
ふ
に
其
の

め
て

胎
す
る
の
時
、
呼

無
き
が
似
し
。

而
る
に

た
呼

有
る
が
似
し
。
胎
孕
み
て
將
に
產
ま
れ
ん

と
す
る
時
の
若
く
、
生
滅
の
相

ほ
在
り
、
出
入
の
迹

ほ

存
す
。
二
乘
と
名
づ
け
、

た
如
來
と
名
づ
く
。
之
を
理
の

如
く
し
て
來
た
り
、
理
の
如
く
し
て
去
る
と
謂
ひ
、
故
に
如

來
と
曰
ふ
。
天
仙
の

は
微
妙
に
し
て
知
る
べ
き
こ
と

く
、

而
る
に
華
嚴
の
言
は

す
べ
か
ら
ざ
ら
ん
や
。（
中
略
）
仙

家
之
を
胎

と
謂
ひ
、
而
る
後
に

胎
し
て
出
神
す
。

以

二
五

伍
守
陽
の

作
活
動
と

丹
法



に

嚴
經
に
云
ふ
、

に

胎
に

び
、
親
し
く
覺
胤
を
奉

ず
れ
ば
、
胎
已
に
人
相
を

し
て
缺
け
ざ
る
が
如
し７

）と
。
身

心
合

す
れ
ば
、
日
に

長
す
。

（
以
其

胎
之
時
、
似
無
呼

矣
。
而

似
有
呼

。
若
胎
孕

將
產
時
、
生
滅
之
相

在
、
出
入
之
迹

存
。
名
二
乘
、

名

如
來
。
謂
之
如
理
而
來
、
如
理
而
去
、
故
曰
如
來
。
天
仙

微

妙

可
知
、
而
華
嚴
之
言
不
可

乎
。（
中
略
）
仙
家
謂
之
胎

、

而
後

胎
出
神
。

以

嚴
經
云
、

胎
、
親
奉
覺
胤
、

如
胎
已

人
相
不
缺
。
身
心
合

、
日

長
。）

（『
門
人
問
答
』、『

德
眞
源
』

下
、

四
十
葉
裏
〜
四
十
一
葉
裏
）

し
か
し
輯

本
『
仙
佛
合
宗
語

』
の
本

と

體
に
お
い

て
、『

嚴
經
』
の
引
用
は
二
十
箇

、『
華
嚴
經
』
の
引
用
は
三

十
六
箇

に

加
し
て
い
る
。
こ
の
引
用
數
は
、
伍
守
陽
の
他
の

作
で
あ
る
『
天
仙
正
理
直
論

』
な
ど
と
比
較
し
て
も
格
段

に
多
く
、
輯

本
『
仙
佛
合
宗
語

』
が

敎

の
み
な
ら
ず

佛
典
も
積
極

に
用
い
な
が
ら
自

を
展
開
す
る
性
質
の
書
物
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以
下
は
『
門
人
問
答
』
に
元
々
存
在

し
な
か
っ
た
引
用
が
、
輯

本
『
仙
佛
合
宗
語

』
に
お
い
て

加
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。
以
降
本
稿
に
お
い
て
は
、
二
書
の

を
比
較
す
る
際
、
先
に
眞
源
本
『
門
人
問
答
』
を
示
し
、

に

輯

本
『
仙
佛
合
宗
語

』
の
對
應
箇

を
示
す
こ
と
と
す
る
。

ち
神

同
に
動
く
こ
と
是
れ
な
り
。
動
き
て
外
に
馳
せ

を

へ
ば
、
則
ち
二
と
爲
る
。
動
き
て

り
に
馳
せ
ざ
れ
ば
、

然
と
し
て
一
に
合
す
。
淸
淨
に
し
て
眞
に
非
ざ
れ
ば
何
ぞ

や
。
元
神
一
た
び
馳
す
れ
ば
、

氣
一
た
び
馳
す
。
元
神
一

た
び
染
む
れ
ば
、

氣
一
た
び
敗
れ
る
。
濁
に
非
ざ
れ
ば
何

ぞ
や
。

（

神

同
動
是
也
。
動
而
外
馳

、
則
爲
二
。
動
而
不

馳
、

然
合
一
。
非
淸
淨
眞
而
何
。
元
神
一
馳
、

氣
一
馳
。
元
神

一
染
、

氣
一
敗
。
非
濁
而
何
。）

（『
門
人
問
答
』、『

德
眞
源
』

下
、
二
十
五
葉
裏
）

ち
神

同
に
動
く
こ
と
是
れ
な
り
。
動
き
て
外
に
馳
せ

を

へ
ば
、
則
ち
二
と
爲
る
。
動
き
て

り
に
馳
せ
ざ
れ
ば
、

然
と
し
て
一
に
合
す
。
眞
淸
な
る
こ
と
の
同
じ
き
に
非
ざ

れ
ば
何
ぞ
や
。
元
神
一
た
び
馳
す
れ
ば
、

も
亦
た
馳
す
。
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元
神
一
た
び
染
む
れ
ば
、

も
亦
た

く
。
濁
な
る
こ
と

の
同
じ
き
に
非
ざ
れ
ば
何
ぞ
や
。

ち
元
始
天

得

了
身

經
に
云
ふ
、

定
ま
り
て
神

け
れ
ば
水
源
淸
く
、

動
き

て
神
行
れ
ば
水
源
濁
る
の

な
り
。
陳

白
云
ふ
、
心
動
け

ば
則
ち
神
は

に
入
ら
ず
、
身
動
け
ば
則
ち

は
神
に
入
ら

ず
と
。
故
に
我
が
丘

眞
人
も
亦
た
心
地
に
工
を
下
し
、

く
世
事
を
抛
つ
の
旨
有
る
在
り
な
り
。

嚴
經
に
も
亦
た
云

ふ
、
塵

に

ら
ず
、
根
偶
す
る

無
け
れ
ば
、
反
流
し
て

一
を

う
し
、
六
用
行
ら
ず８

）と
は
、
是
れ
な
り
。

（

神

同
動
是
也
。
動
而
外
馳

、
則
爲
二
。
動
而
不

馳
、

然
合
一
。
非
眞
淸
之
同
而
何
。
元
神
一
馳
、

亦
馳
。
元
神

一
染
、

亦

。
非
濁
之
同
而
何
。

元
始
天

得

了
身

經
云
、

定
神

水
源
淸
、

動
神
行
水
源
濁
之

也
。
陳

白
云
、
心
動
則
神
不
入

、
身
動
則

不
入
神
。
故
我
丘

眞

人
亦
有
心
地
下
工
、

抛
世
事
之
旨
在
也
。

嚴
經
亦
云
、
塵

不

、
根
無

偶
、
反
流

一
、
六
用
不
行
、
是
也
。）

（『
仙
佛
合
宗
語

』

一
、『
輯

』
畢
集
一
、

十
葉
裏
〜
十
一
葉
裏
）

輯

本
『
仙
佛
合
宗
語

』
に
お
い
て
は
、
こ
の
箇

で
『
門

人
問
答
』
に
は
な
か
っ
た
古
語
の
引
用
が
い
く
つ
か

加
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
中
に

嚴
經
の
名
が
見
え
る
。
同

の
例
と
し
て

の
よ
う
な
箇

が

げ
ら
れ
る
。

行
ら
す
こ
と
の
太
だ

け
れ
ば
、
則
ち
蕩
に

く
し
て

は

ず
。
行
ら
す
こ
と
の
太
だ

け
れ
ば
、
則
ち
有
相
の

に

し
て
必
ず
大
病
を

す
。
古
へ
に

謂
呼

を

る
に
非
ざ

る
の

と
は
、
是
れ
な
り
。
亦
た

は
ざ
る
な
り
。

（
行
之
太

、
則

蕩
而
不

。
行
之
太

、
則

有
相
之

而

必

大
病
。
古

謂
非

呼

之

、
是
也
。
亦
不

也
。）

（『
門
人
問
答
』、『

德
眞
源
』

下
、
二
十
七
葉
表
）

行
ら
す
こ
と
の
太
だ

け
れ
ば
、
則
ち
蕩
に

く
し
て

は

ず
。
行
ら
す
こ
と
の

け
れ
ば
、
則
ち
有
相
の
呼

の
氣
を

ら
せ
て
必
ず
大
病
を

す
。
古
へ
に

謂
呼

を

る
に

非
ざ
る
の

と
は
、
是
れ
な
り
。
亦
た

は
ず
。
華
嚴
經
に

云
ふ
、
如
來
の
行
く

の

を

む
を
爲
し
、

か
ら
ず

か
ら
ず
、
審
諦
し
て
經
行
す９

）と
は
、
是
れ
な
り
。

（
行
之
太

、
則

蕩
而
不

。
行
之

、
則

有
相
之
呼

氣
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而
必

大
病
。
古

謂
非

呼

之
氣
、
是
也
。
亦
不

。
華

嚴
經
云
、
爲

如
來

行
之

、
不

不

、
審
諦
經
行
、
是

也
。）

（『
仙
佛
合
宗
語

』

一
、『
輯

』
畢
集
一
、
十
九
葉
裏
）

こ
の
よ
う
に
し
て
、『
門
人
問
答
』
に
對
し
輯

本
『
仙
佛
合

宗
語

』
の
側
で
佛
典
か
ら
の
引
用
が

加
し
て
い
る
原
因
に
は
、

新
し
く

加
さ
れ
た
問
答
の
中
に
、
仙

と
佛
敎
の
一
致
に
つ
い

て
の
話
題
が
數
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
も
關
係
し
て
い
る
（
附
表
三

載
の
二
十
例
を
參
照
）。
そ
の

容
は
、
二
敎
の
死
生

や
世
界

の
整
合
性
を
語
る
（
例
十
三
な
ど
）
も
の
や
、
仙

と
佛
敎
と

は
修
行
法
を
一
に
す
る
が
、
そ
の

き
方
が
異
な
る
た
め
に
兩

の
門

は
分
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
と

べ
る
（
例
二
な

ど
）
も
の
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
。

元
來
「
仙
佛
合
宗
語

」
の
題
を
冠
し
て
い
た
『
丹

九

』

で
は
、

ご
と
に
仙

の

訣
を
一

り
解

し
た
後
、

わ
り

に
必
ず
「
佛
宗
云
（
中
略
）
合
此
宗
也
」
と
い
う
表
現
に
よ
り
佛

敎
の
古
語
を
引
用
し
、
仙

と
佛
敎
の
一
致
を

張
し
て
締
め
く

く
る
形
式
が
取
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
典
據
と
な
る

體

な
經
典
名
や
人
名
が
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
引
用
さ
れ
る

語
句
も
ご
く
短
い
も
の
に
限
ら
れ
る
。
ま
た
、
輯

本
『
仙
佛
合

宗
語

』
の
よ
う
に
同
じ

の
複
數
個

に
渡
っ
て
經
典
を
引

用
す
る
こ
と
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
特

か
ら
も
、『
門
人
問
答
』

お
よ
び
『

古

』
か
ら
派
生
し
た
輯

本
『
仙
佛
合
宗
語

』

に
は
、『
丹

九

』
と
は
異
な
る
表
現
方
法
で
仙

と
佛
敎
の

一
致
の

張
に
根
據
を
持
た
せ
よ
う
と
す
る

纂

圖
が

め
ら

れ
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。

四
、「
當

之
眞
時
」
に
つ
い
て

本
項
で
は
、

丹
法
の
理
論
に
つ
い
て
の
記

が
輯

本
『
仙

佛
合
宗
語

』
と
眞
源
本
・
仙
宗
本
『
門
人
問
答
』
の

で
ど
の

よ
う
に
變

し
て
い
る
の
か
を

べ
る
。

ら
か
に
言

回
數
が

え
て
い
る
の
は
、「
當

」
の
時
と
い
う
用
語
で
あ
る
。
こ
の

念
は
、

丹
に
よ
る
修
行
の

段
階
に
當
た
る
「
百
日

」（
小

天
）
の
工
の
開
始
に
關
わ
る
も
の
で
あ
る
。

念
を

取
り
去
っ
て
心
を
靜

に
し
て
い
る
と
、
金
丹
の
源
と
な
る
眞
陽

の

が
自
然
と
體

に
生
じ
て
く
る
時
機
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
神
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（

識
）
で
把
握
す
る
「
當

時
」
の
眞
機
を
知
ら
な
け
れ
ば
、

丹
藥
を

り
始
め
る
の
に

切
な
時
を

し
て
し
ま
う
と
さ
れ
る
。

こ
の
話
題
に
つ
い
て
、
眞
源
本
『
門
人
問
答
』
の

か
ら

ら

か
な
改
變
が
見
ら
れ
る
箇

を
以
下
に
示
す
。

故
に
猫
を
以
て

人
に
喩
へ
、
鼠
を
以
て
塵
障
に
喩
ふ
。
但

だ
鼠
を
捕
へ
て
塵
を

す
る
は
、
皆
小

の
有
爲
の
事
な
る

の
み
。
此
を

ぎ
て
必
ず
猫
を

れ
鼠
を

れ
、
無

に
し

て
無
我
な
れ
ば
、
而
る
後
に
可
な
り
。

（
故
以
猫
喩

人
、
以
鼠

塵
障
。
但
捕
鼠

塵
、
皆
小

有
爲

之
事
耳
。

此
而
必

猫

鼠
、
無

無
我
、
而
後
可
也
。）

（『
門
人
問
答
』、『

德
眞
源
』

下
、
二
十
九
葉
表
）

故
に
猫
を
以
て

人
に
喩
へ
、
鼠
を
以
て
眞
陽
の
藥
物
に
喩

ふ
。
但
だ
鼠
を
捕
へ
て

藥
に
喩
ふ
る
は
、
乃
ち

關
の
有

爲
の
事
な
る
の
み
。
此
を

ぎ
て
必
ず
猫
を

れ
鼠
を

れ
、

る
に
非
ず
捕
ふ
る
に
非
ざ
れ
ば
、
而
る
後
に
了

と

す

べ
し
。
我
今

た
子
の
爲
に
其
の
始
を
原
ぬ
れ
ば
、
當
に
鼠

の
來
た
る
に
候
有
り
、

ち
藥
の
生
ず
る
に
機
有
る
こ
と
を

知
る
べ
し
。
若
し
眞
陽
生
ず
る
の
機
を
辨
ず
る
こ
と
能
は
ざ

れ
ば
、
何
を
か
將
て
能
く
其
の
眞
機
に
當
た
ら
ん
。
則
ち
之

を
猫
の
空
窟
を
守
る
が
如
し
と
謂
ふ
。
若
し
陽
生
ず
る
の
眞

機
を
知
る
こ
と
有
る
も
、
當
に

る
べ
き
の
時
の
眞
機
を
知

ら
ざ
れ
ば
、

根
し
復
命
す
る
を
得
る
こ
と
能
は
ず
、
徒
然

と
し
て
枯
坐
頑
空
す
れ
ば
、
則
ち
亦
た
之
を
猫
の
空
窟
を
守

る
が
如
し
と
謂
ふ
。

：

身
心
に
自
然
の
生
機
有
り
と
雖
も
、
總
べ
て
一
個
の

當
面
錯

を

す
。

此
れ

た
當
に
癡
猫
と
爲
る
を
防
ぐ
べ
き

以
な
り
。

（
故
以
猫
喩

人
、
以
鼠

眞
陽
藥
物
。
但
捕
鼠

藥
、
乃

關
有
爲
之
事
耳
。

此
則
必

猫

鼠
、
非

非
捕
、
而
後
可

了

。
我
今

爲
子
原
其
始
、
當
知
鼠
來
有
候
、

藥
生
有

機
。
若
不
能
辨
眞
陽
生
機
、
將
何
能
當
其
眞
機
。
則
謂
之
如
猫

守
空
窟
。
若
有
知
陽
生
眞
機
、
而
不
知
當

時
眞
機
、
不
能
得

根
復
命
、
徒
然
枯
坐
頑
空
、
則
亦
謂
之
如
猫
守
空
窟
。

：

雖
有
身
心
自
然
生
機
、
總

一
個
當
面
錯

。

此

以

當
防
爲
癡
猫
也
。）

（『
仙
佛
合
宗
語

』

一
、『
輯

』
畢
集
一
、
二
十
八
葉
表
〜
裏
）
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こ
れ
は

丹
に
お
け
る
鼠
を
捕
ら
え
る
猫
の
比

の

味
を
解

す
る
部
分
だ
が
、
輯

本
『
仙
佛
合
宗
語

』
で
は
傍
線
部
の

に
眞
源
本
『
門
人
問
答
』
か
ら
改
變
と
加
筆
が
施
さ
れ
て
お

り
、
異
な
る

が
な
さ
れ
て
い
る
。『
門
人
問
答
』
で
は
、
鼠

は
修
行
の

段
階
で
心
か
ら
取
り
除
く
べ
き
「
塵
障
」
の
こ
と
と

し
て
解

さ
れ
る
が
、
輯

本
『
仙
佛
合
宗
語

』
で
は
反
對
に
、

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

取
す
べ
き
體

の
「
眞
陽
藥
物
」
の
比

だ
と
さ
れ
て
い
る
。
百
日

の
工
を
始
め
る
際
の
「

藥
」
の
工
夫
を
行
う
の
に
相
應
し
い
「
眞
機
」
を

別
す
る
こ
と

の
重
大
さ
が
、
こ
こ
で
は

か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
く
「
當

之
時
」（
發
生
し
た
眞
陽
の

の

取
を

行
う
べ
き
時
機
）
の
重

性
を

す
る
形
で

が
改
變
さ
れ

て
い
る
箇

が

の
例
で
あ
る
。

或
い
は
來
た
る
も
力
以
て
關
を

る
に
足
ら
ず
、
是
れ
水
源

の
淸
眞
な
ら
ず
し
て
火
の
未
だ
當
に
止
む
る
べ
き
の
候
に

ば
ざ
る
の
病
な
り
。

（
或
來
而
力
不
足
以

關
、
是
水
源
之
不
淸
眞
而
火
未

當
止
之

候
之
病
也
。）

（『
門
人
問
答
』、『

德
眞
源
』

下
、
三
十
四
葉
裏
）

或
い
は
藥
の
來
た
る
を
得
て
、
而
る
に
力
以
て
關
を

る
に

足
ら
ず
、
是
れ
水
源
の

を
知
る
も
、
未
だ

藥
す
る
を
知

ら
ず
、
當
に

る
べ
き
の
時
に

ば
ず
し
て

微
か
な
る
の

病
な
り
。
藥
の
來
た
る
を
得
と
雖
も
、

ほ
是
れ
氣
微
か
に

し
て
力

く
、
關
を
衝
き
て
大

を

す
こ
と
能
は
ず
。

：

藥
生
ず
る
の
時
、
之
を

す
る
こ
と
太
だ
早
け
れ
ば
、

則
ち
眞
な
ら
ず
し
て

の

か
な
る
を
生
ず
。

（
或
得
藥
來
、
而
力
不
足
以

關
、
是
知
水
源
之

、
未
知

藥
、

不

於
當

之
時
而

微
之
病
。
雖
得
藥
來
、

是
氣
微
力

、

不
能
衝
關
而

大

。

：

藥
生
時
、

之
太
早
、
則
不
眞
而
生

。
）

（『
仙
佛
合
宗
語

』

一
、『
輯

』
畢
集
一
、
五
十
二
葉
表
）

こ
こ
で
は
、
下
丹
田
を
中
心
と
し
た

の
工
が

わ
っ

た
時
、

の
段
階
へ

む
べ
く
、
そ
の

果
物
で
あ
る
大
藥
を
背

面
に
存
在
す
る
三
關
（
尾
閭
・
夾

・
玉
枕
）
に

し
、
頭
頂
部

へ
移
動
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
の
原
因
が
語

ら
れ
て
い
る
。
眞
源
本
『
門
人
問
答
』
で
は
、
水
源
の
淸
濁
に
問
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題
が
あ
っ
た
（

を
始
め
る

に
心
に

念
が
あ
っ
た
）
こ

と
や
、
體

に

を

ら
せ
る
小

天
の
工
を
、
止
め
る
べ
き

で
な
い
時
に
止
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
が

げ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

輯

本
『
仙
佛
合
宗
語

』
で
は
そ
れ
ら
の

で
は
な
く
、

切

で
な
い
時
に
（「
不

於
當

之
時
」）

の
素
と
な
る
陽

を

り
、
そ
の
後
の
工
夫
を

め
て
し
ま
っ
た
の
で
、
結
果

に
大
藥
と
し
て
仕
上
が
っ
た

が

々
し
く
、
三
關
の

に
耐

え
ら
れ
る

態
で
は
な
く
な
っ
た
の
だ
と

い
て
い
る
。

そ
れ
で
は
輯

本
『
仙
佛
合
宗
語

』
が
こ
の
よ
う
に
、
百
日

の
工
の
開
始
に
關
わ
る
「
時
」
を

す
る
の
は
何
故

だ
ろ
う
か
。
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
は
『
丹

九

』
の
跋

が

參
照
で
き
る
。

斯
の

や
、

門
の

法
天
機
を
備
へ
、
邱

の

門
仙
派

の

を
續
ぐ
な
り
。（
中
略
）
直
論
の
人
人
見
る
べ
き
に
比

は
ざ
る
な
り
。
百
日
功
の

る

を
須
ち
て
、
方
め
て
之
を

附
す
べ
し
。

（
斯

也
、
備

門

法
天
機
、
續
邱

門
仙
派
之

也
。

（
中
略
）
不
比

論
人
人
可
見
也
。
須
百
日
功

、
方
可
附
之
。）

（『
丹

九

』、『
輯

』
畢
集
六
、
三
十
七
葉
表
〜
裏
）

こ
の
箇

で
伍
守
陽
は
、『
丹

九

』
を
讀
ま
せ
る
べ
き
人

物
に
一
定
の
條
件
を
課
し
て
お
り
、
そ
の
一
つ
が
、
百
日

の
工
を
す
で
に

功
さ
せ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
先

し
た
よ

う
に
、『

藏
輯

』

で
『
丹

九

』
と
名
附
け
ら
れ
た
九

は
、
眞
源
本
・
仙
宗
本
に
お
い
て
は
『
仙
佛
合
宗
語

』
の
本

を

っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
附

で
あ
っ
た
『
門
人
問

答
』
お
よ
び
『

古

』
も
ま
た
、
基
本

に

の
工
を

す
で
に

え
た

が
讀
む
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
て
お
り
、「

藥
」
の
時
機
に
つ
い
て
さ
ほ
ど
詳
言
す
る
必

が
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

だ
が
『
門
人
問
答
』
お
よ
び
『

古

』
を
、
輯

本
の
よ
う

な
六

本
『
仙
佛
合
宗
語

』
へ

す
る
際
に
、
體

の

の

の
出
發
點
と
言
っ
て
よ
い
「

藥
」
の
時
機
の
大
切
さ
の

を
省
い
て
し
ま
う
と
、
そ
の
後
に
續
く

て
の
工
夫
が
立
ち
行

か
な
く
な
る
と
い
う

が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
に

よ
り
、
輯

本
『
仙
佛
合
宗
語

』
に
は
眞
源
本
『
門
人
問
答
』

の

を

圖

に
書
き
改
め
、「

藥
」
の
時
機
へ
の
言

を
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や
し
た
痕
迹
が
見
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、「
金
蓮
法
眷
」
に
つ
い
て

に
載
せ
る
問
答
も
ま
た
、
眞
源
本
・
仙
宗
本
『
門
人
問
答
』

に
は
收

さ
れ
て
お
ら
ず
、
輯

本
『
仙
佛
合
宗
語

』
に
て

加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
問
答
の
題
材
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

項
で

べ
た
「
當

之
時
」
に
眞
陽
の

を

取
す
る
時
機
を
合

わ
せ
る
こ
と
を
指
す
「

藥
」
と
い
う
語
で
あ
る
。

た
問
ひ
て
曰
く
、
古
へ
從
り
以
來
、
但
だ

息
し
て
火
候

を
爲
す
を
言
ふ
の
み
に
し
て
、
未
だ

藥
を
言
は
ざ
る
も
、

今

た
何
ぞ
始
め
て
此
の
言
有
る
と
。
答
へ
て
曰
く
、
此
れ

萬

萬
眞
の
至

の
天
機
な
り
。
只
だ

髙
眞
の
天

の

科
禁
を
奉
持
し
、
之
を

し
て
敢
へ
て

言
せ
ざ
る

を
爲

す
な
り
。
後
の

眞
の

を

す

は
、
皆
必
ず
此
れ
を
得

る
に
由
る
。
世
俗
の
小
根
の
此
れ
を
得
ざ
る

は
、

ち

を

す
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
我
が
輩
は
金
蓮
法
眷
な
り
。

曠
き
刧
從
り
修
め
來
た
る
も
、
必
ず
未
だ
此
の
句
を
得
ざ
る

に
因
れ
ば
、
則
ち
眞
に
長
生
不
死
な
る
べ
き
の
元

を
得
ず
、

仙
し
了

す
る
こ
と
能
は
ず
。
直
だ
今
生
に
至
り
て
、
幸

ひ
に
老
師
曹

陽
眞
人
の
云
ふ
、

裏
に
閑
を

み
て
外
藥

を

へ
、
無
中
に
有
を
生
じ
て
先
天
を

す
の
句
を
聞
く
を

得
る
こ
と
有
り
、
是
れ
李

眞
人
の
口
授
し
て
來
た
る
天

仙
金
丹
の

訣
な
り
。

（

問
曰
、
從
古
以
來
、
但
言

息
爲
火
候
、
未
言

藥
、
而
今

何
始
有
此
言
。
答
曰
、
此
萬

萬
眞
至

之
天
機
也
。
只
爲

髙
眞
奉
持
天

科
禁
、

之
不
敢

言

。
後
之

眞

、
皆
必
由
於
得
此
。
世
俗
之
小
根
不
得
此

、

不
能

也
。
我
輩
金
蓮
法
眷
也
。
從
曠
刧
修
來
、
必
因
未
得
此
句
、

則
不
得
眞
可
長
生
不
死
之
元

、
不
能

仙
了

。
直
至
今
生
、

有
幸
得
聞
老
師
曹

陽
眞
人
云
、

裏

閑

外
藥
、
無
中
生

有

先
天
之
句
、
是
李

眞
人
口
授
來
天
仙
金
丹
之

訣

也
。）

（『
仙
佛
合
宗
語

』

一
、『
輯

』
畢
集
一
、
五
十
七
葉
表
）

こ
の
問
答
で
は
、「

藥
」
が
彼
ら
の
法
脈
に
代
々
傳
授
さ
れ

る
重

な

訣
で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
、
そ
の
系

識
が
「
金

蓮
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
金
蓮
」
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と
い
う
語
が
彼
ら
の
信
じ
る
法
脈
の
正
統
性
を

張
す
る

脈
で

使
わ
れ
て
い
る
例
は
『
門
人
問
答
』
に
は
な
く
、
輯

本
『
仙
佛

合
宗
語

』

の
三
箇

だ
け
が
そ
れ
に
該
當
す
る10

）。

り
の
二

箇

は
、
師
で
あ
る
曹

陽
の
詩
を
伍
守
陽
が
解

す
る
と
い
う

容
の
問
答
の

や
本

に
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
詩

は
後

の
字
句
が
眞
源
本
・
仙
宗
本
『
門
人
問
答
』
と
輯

本

『
仙
佛
合
宗
語

』
の

で
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
輯

本
で

の
み
「
蓮
」
と
「
金
」
の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
の
字

句
の
改
變
は
、「
金
蓮
」
の
語
を
解

す
る
と
い
う
目

の
た
め

に
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

一
陽
の

動
は
無
心
に
本
づ
き
、
有
心
の
撥
動
は
南
針
を
指

す
。
仔
細
に
爐
に
臨
み
て
老

を
分
か
ち
、
土
釜
に

し

て
姻
親
を
結
ぶ
。

（
一
陽

動
本
無
心
、
有
心
撥
動
指
南
針
。
仔
細
臨
爐
分
老

、

土
釜
結
姻
親
。）

（『
門
人
問
答
』、『

德
眞
源
』

下
、
四
十
四
葉
表
）

一
陽
の

動
は
無
心
に
本
づ
き
、
有
心
の
撥
動
は
南
針
を
指

す
。
箇
の
牛
眠
を
得
て

穴
に
藏
し
、
活
墓
に
蓮
の
開
く
こ

と
七
朶
の
金
な
り
。

：

略
）
蓮
の
開
く
こ
と
七
朶
の
金
な
り
と
は
、
純
陽

の
下
降
し
て
重
陽
を
度
せ
し
時
、
目
を
東
に

げ

邊
を

て
、
空
中
に
七
朶
の
金
蓮
の
現
出
す
る
を
見
せ
し
む
る
な
り
。

純
陽

た
曰
く
、
豈
に
但
だ
七
朶
の
み
な
ら
ん
や
。

た
萬

朶
の
金
蓮
有
り
と
。

る
に

び
て
東
に
至
り
、
乃
ち
丘

劉
談
馬

王
孫
の
七
眞
を
度
す
。
而
し
て
預
め
報
兆
と
爲
る

な
り
。
故
に
門
下
の
後
人
金
蓮
正
宗
書
を
作
り
て
、
以
て
之

を
記
す
。
昔
世

、
地
に
金
蓮
湧
く
。
重
陽
眞
人
、

空
に

金
蓮
湧
く
。
唯
だ
佛
法
を
演

し
、

眞
正
敎
を
開
立
し
、

た
る
無
極
刧
に
至
る
は
、
重
陽
眞
人
自
り
始
ま
り
、
後

來
の
法
眷
故
に
皆
之
に

ひ
、
而
し
て
仙
佛
二
宗
始
め
て
能

く
一
に
合
し
眞
修
を
爲
す
な
り
。

（
中
略
）
故
に

び
に
此
の
語
を
書
き
、
以
て
吾
が
金
蓮
正

宗
の
後
人
の
考
證
す
る

と
爲
す
。

（
一
陽

動
本
無
心
、
有
心
撥
動
指
南
針
。
得
箇
牛
眠
藏

穴
、

活
墓
蓮
開
七
朶
金
。

：
略
）
蓮
開
七
朶
金

、
純
陽
下
降
度
重
陽
時
、
令
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目
東

邊
、
見
空
中
現
出
七
朶
金
蓮
。
純
陽

曰
、
豈
但
七

朶
。

有
萬
朶
金
蓮
。

至
東
、
乃
度
丘
劉
談
馬

王
孫

七
眞
。
而
預
爲
報
兆
也
。
故
門
下
後
人
作
金
蓮
正
宗
書
、
以
記

之
。
昔
世

、
地
湧
金
蓮
。
重
陽
眞
人
、

空
湧
金
蓮
。
唯
演

佛
法
、
開
立

眞
正
敎
、
至
于

無
極
刧

。
自
重
陽
眞

人
始
、
後
來
法
眷
故
皆

之
、
而
仙
佛
二
宗
始
能
合
一
爲
眞
修

矣
。

（
中
略
）
故

書
此
語
、
以
爲
吾
金
蓮
正
宗
後
人
之

考
證
。）

（『
仙
佛
合
宗
語

』

三
、『
輯

』
畢
集
二
、

十
一
葉
表
〜
十
四
葉
裏
）

伍
守
陽
は
こ
こ
で
、

眞
敎
を
開
い
た
王
重
陽
（
諱：

吉
喆

、
一

一
一
三
〜
一
一
七
〇
）
と
佛
敎
を
開
い
た
世

が
、
共
に
「
金
蓮
」

に
ま
つ
わ
る
傳

を
持
つ
こ
と
を

べ
、
仙
宗
と
佛
宗
の
兩

の

根
本
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
を
自
ら
の
法
系
が

承
し

て
い
る
こ
と
を

張
す
る
。
王
重
陽
が
七
眞
を

す
る
金
色
の

蓮
を
空
中
に
見
た
と
い
う
傳
承
自
體
は
、

に
載
せ
る
元
代
の

『
金
蓮
正
宗
記
』（
Ｓ
Ｎ
一
七
三
、
Ｈ
一
七
三
）
な
ど
に
見
ら
れ
、

期

眞
敎
に
お
い
て
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

密
か
に
眞
訣
を
授
か
り
（
中
略
）

に
畢
は
り
て
東
方
を
指

し
て
曰
く
、
汝
何
ぞ
之
を

ざ
ら
ん
と
。
先
生
首
を
回
ら
せ

て

む
。

曰
く
、
何
を
見
る
と
。
曰
く
、
七

の
金
蓮

の
子
を
結
ぶ
を
見
る
と
。

笑
ひ
て
曰
く
、
豈
に
是
く
の

如
き
に
止
ま
る
の
み
な
ら
ん
や
。
將
に
萬

の
玉
蓮
有
ら
ん

と
す
。
芳
し
き
か
な
と
。（
中
略
）

師

に
東
し
て

邊

に

し
、

す
る
こ
と
數
載
に
し
て
、
接
誘
し
て
訓

し
、

に
丘
劉
譚
馬

孫
王
を
得
て
、
以
て
七

の
金
蓮
の
數
を

滿
た
す
に
足
る
。

（
密
授
眞
訣
（
中
略
）

畢
指
東
方
曰
、
汝
何
不

之
。
先
生
回

首
而

。

曰
、
何
見
。
曰
、
見
七

金
蓮
結
子
。

笑

曰
、
豈
止
如
是
而
已
。
將
有
萬

玉
蓮
。
芳
矣
。（
中
略
）

師

東

邊
、

數
載
、
接
誘
訓

、

得
丘
劉
譚
馬

孫

王
、
以
足
滿
七

金
蓮
之
數
。）

（

志
安
『
金
蓮
正
宗
記
』

二
、
二
葉
表
〜
五
葉
表
）

一
方
、
伍
守
陽
が
世

に
關
す
る
も
の
と
し
て
引
い
て
い
る

「
地
湧
金
蓮
」
の
語
の

古
の
用
例
は
、
北

の
『
景
德
傳
燈

』

に
あ
る
。
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耀
經
に
云
ふ
、
佛

め
て
刹
利
王
家
に
生
ま
る
る
に
、
大

智
の
光

を
放
ち
て
十
方
世
界
を
照
ら
し
、
地
に
金
蓮
華
涌

き
て
自
然
と
雙
足
を
捧
ぐ
と
。

（

耀
經
云
、
佛

生
刹
利
王
家
、
放
大
智
光

照
十
方
世
界
、

地
涌
金
蓮
華
自
然
捧
雙
足
。）

（
永
安

原
纂
『
景
德
傳
燈

』

一
、

大
正
藏
第
五
十
一

、
二
〇
五
頁
中
）

『
傳
燈

』
は
そ
の
典
據
を
「

耀
經
」
と
す
る
が
、
現
存
す

る
西
晉
の
竺
法
護
譯
の
『
佛

經
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
該
當

す
る
字
句
は
な
い11

）。
だ
が
南

以
降
の
禪
宗
の
語

に
は
こ
の
語

を
載
せ
る
例
が
複
數
あ
り
、

の
洪
武
年

に

纂
さ
れ
た

『
續
傳
燈

』
に
も
そ
の
一
つ
が
見
え
る
。

問
ふ
、
世

世
に
出
づ
る
に
、
地
に
金
蓮
涌
く
。
和

世
に

出
づ
る
に
、
何
の
祥
瑞
有
る
か
と
。

（
問
、
世

出
世
、
地
涌
金
蓮
。
和

出
世
、
有
何
祥
瑞
。）

（
圓
極
居
頂
纂
『
續
傳
燈

』

十
九
、

大
正
藏
第
五
十
一

、
五
六
三
頁
下
）

し
か
し
筆

が

べ
る
限
り
、
こ
の
言
葉
を

眞
敎
の
王
重
陽

の
「
金
蓮
」
と
重
ね
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
發
想
は
、
伍
守
陽
の

作
以
外
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た

す
べ
き
は
、

仙
宗
と
佛
宗
兩

の
正
統
を

ぐ
こ
と
の

と
し
て
の
「
金

蓮
」
の
用
例
は
、
い
ず
れ
も
輯

本
『
仙
佛
合
宗
語

』
の
み
に

見
ら
れ
、
眞
源
本
・
仙
宗
本
『
門
人
問
答
』
に
は
含
ま
れ
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
先
に

げ
た
佛
典
か
ら
の
引
用
の

加

と
竝
ん
で
、
仙

と
佛
敎
の
一
致
の

張
に
さ
ら
な
る
根
據
を
加

え
よ
う
と
す
る

纂

圖
を
示
す
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
お
わ
り
に

「
仙
佛
合
宗
」
を

っ
て

眞
源
本
『
門
人
問
答
』
お
よ
び
『

古

』
と
輯

本
『
仙
佛

合
宗
語

』
の
比
較
を

し
て

ら
か
に
な
る
の
は
、
後

が

に
基
づ
き
な
が
ら
も
、「
仙
佛
合
宗
語

」
と
い
う
書
名
に
相

應
し
く
仙

と
佛
敎
の
一
致
を

す
る

容
と
な
る
よ
う
、

確
な

圖
を
も
っ
て

集
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

裏
を

せ
ば
、
輯

本
『
仙
佛
合
宗
語

』
に
含
ま
れ
る
佛
典
の

引
用
、
ま
た
仙
佛
一
致
の

張
の
多
く
は
後
か
ら
附
け
足
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、

丹
に
基
づ
く
修
行
法
を

く
上
で

對

に
必
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な
記

で
は
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
伍
守
陽
を
は
じ
め
と
す
る

齋
の
人
々
の

で
は
、
後
に
『
丹

九

』
と
呼
ば
れ
る

の
『
仙
佛
合
宗
語

』
が
書
か
れ
て
以
降
、
こ
の
「
仙
佛
合
宗
」
と
い
う
發
想
に
對

す
る
關
心
が
時
と
共
に
高
ま
っ
て
い
き
、
そ
れ
が
『
門
人
問
答
』

お
よ
び
『

古

』
の

集
と

補
と
い
う
營
み
に
結
び
つ
い

た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
今
後
は
今

回

え
な
か
っ
た
『
天
仙
論
語
仙
佛
合
宗
』
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
を

用
い
つ
つ
、
伍
守
陽
と
そ
の
門
人

が
何
故
「
仙
佛
合
宗
」
と
い

う
發
想
に
拘
る
必

が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
よ

り
考
察
を
深
め
て
い
く
必

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

【

參
考

（
年
代
順
）】

・
森
由
利
亞
「

眞
敎

門
派
系

考

『
金
蓋
心
燈
』
に
記
さ
れ

た

門
派
の
系

に
關
す
る
問
題
點
に
つ
い
て
」

敎

究
會

『

敎

へ
の
展

：

敎

究
會
論

集
』
平
河
出
版

社
、
一
九
九
四

・
卿
希
泰

『
中
國

敎
史
』
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
九
五

・

手
裕
「

敎
の
修
行
法
と

丹
法
」
坂
口
ふ
み
他

『
宗
敎
の

闇
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇

・
石
田
志
穗
「
伍
守
陽
の

丹
思
想
に
お
け
る

天
法
と
「
光
」」
筑

波
大
學
哲
學
・
思
想
學
會

『
哲
學
・
思
想
論
叢
』
二
十
一
號
、
二

〇
〇
三
ａ

・
石
田
志
穗
「

淸

丹
思
想
史
に
お
け
る
「
光
」
の
展
開

伍
柳

派
を
軸
と
し
て
」
日
本

敎
學
會

『
東
方
宗
敎
』
一
百
一
號
、
二

〇
〇
三
ｂ

・

手
裕
「
禪
と

敎

柳
華
陽
の
場
合
」
岩
波
書
店

『
思
想
』

九
百
六
十
號
、
二
〇
〇
四

・
丁
常
春
『
伍
守
陽

丹
思
想

究
』
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
七

・
森
由
利
亞
「
伍
守
陽

門
派
の
正
統

識
と

傳

『
丹

九

』
の

の
位
相
を
め
ぐ
っ
て
」『
東
方
宗
敎
』
一
百
十
六
號
、

二
〇
一
〇

・
長
澤
志
穗
「

淸

敎

丹

と
『

嚴
經
』：

『
仙
佛
合
宗
語

』
と
『
太
乙
金
華
宗
旨
』
の
場
合
」（
南
山
大
學
大
學
院
神
學

究
室
『
南
山
神
學

別

』
二
十
八
號
、
二
〇
一
三

・P
a
u
l
G
.
G
.
v
a
n
E
n
ck
ev
o
rt

“Q
u
a
n
zh
en

a
n
d
L
o
n
g
m
en

Id
en
tities

in
th
e
W
o
rk
s
o
f
W
u
S
h
o
u
y
a
n
g
.”
L
iu
X
u
n
&

V
in
cen

t
G
o
o
ssa

ert,
ed
s.,

Q
u
an
zh
en

D
aoists

in
C
h
in
ese

S
ociety

an
d
C
u
ltu
re,

1
5
0
0
2
0
1
0
.
B
erk

eley
,
2013.

・P
a
u
l
G
.
G
.
v
a
n
E
n
ck
ev
o
rt
“T
h
e
T
h
ree

T
rea

su
res:

A
n

E
n
q
u
iry

in
to
th
e
W
ritin

g
s
o
f
W
u
S
h
o
u
y
a
n
g
.”
Jou

rn
al
of

D
aoist

S
tu
d
ies,

v
o
l.7,

2014.
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（
本
論

は
、
早
稻
田
大
學
に
お
い
て
二
〇
一
九
年
十
一

九
日
に
開

催
さ
れ
た
日
本

敎
學
會
第
七
十
回
大
會
に
て
口
頭
發
表
し
た
原
稿
を

改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。）

１
）

の

究
と
し
て
は

年
丁
常
春
『
伍
守
陽

丹
思
想

究
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
七
）、

手
裕
「

敎
の
修
行
法
と

丹
法
」（
坂
口
ふ
み
他

『
宗
敎
の
闇
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
）

お
よ
び
「
禪
と

敎

柳
華
陽
の
場
合
」（
岩
波
書
店

『
思

想
』
九
六
〇
號
、
二
〇
〇
四
）、
石
田
志
穗
「
伍
守
陽
の

丹
思

想
に
お
け
る

天
法
と
「
光
」」（
筑
波
大
學
哲
學
・
思
想
學
會

『
哲
學
・
思
想
論
叢
』
二
十
一
號
、
二
〇
〇
三
ａ
）
お
よ
び
「

淸

丹
思
想
史
に
お
け
る
「
光
」
の
展
開

伍
柳
派
を
軸
と
し

て
」（
日
本

敎
學
會

『
東
方
宗
敎
』
一
〇
一
號
、
二
〇
〇
三

ｂ
）、P

a
u
l
G
.G
.v
a
n
E
n
ck
ev
o
rt
“T
h
e
T
h
ree

T
rea

su
res:

A
n
E
n
q
u
iry

in
to

th
e
W
ritin

g
s
o
f
W
u
S
h
o
u
y
a
n
g
.”

（Jou
rn
al
of

D
aoist

S
tu
d
ies,

v
o
l.7,

2014

）
な
ど
が
存
在
す

る
。
後

の

究
と
し
て
は
森
由
利
亞
「
伍
守
陽

門
派
の
正
統

識
と

傳

『
丹

九

』
の

の
位
相
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
東
方
宗
敎
』
一
一
六
號
、
二
〇
一
〇
）
や
、P

a
u
l
G
.
G
.
v
a
n

E
n
ck
ev
o
rt
“Q
u
a
n
zh
en

a
n
d
L
o
n
g
m
en

Id
en
tities

in
th
e

W
o
rk
s
o
f
W
u
S
h
o
u
y
a
n
g
”
L
iu
X
u
n
&
V
in
cen

t
G
o
o
s-

sa
ert,

ed
s.,

Q
u
an
zh
en

D
aoists

in
C
h
in
ese

S
ociety

an
d

C
u
lu
tu
re,

1
5
0
0
2
0
1
0
.
B
erk

eley
,
2013

）
が

げ
ら
れ
る
。

２
）
『

藏
輯

』
に
お
け
る
『
丹

九

』
が
本
來
は
「
仙
佛
合

宗
語

」
だ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る

究
の
例
を
、
以
下
年
代

順
に

げ
る
。
森
由
利
亞
「

眞
敎

門
派
系

考

『
金
蓋

心
燈
』
に
記
さ
れ
た

門
派
の
系

に
關
す
る
問
題
點
に
つ
い

て
」（

敎

究
會

『

敎

へ
の
展

：

敎

究
會
論

集
』
平
河
出
版
社
、
一
九
九
四
）、
二
〇
五
〜
二
〇

六
頁

。
楊
銘
・

大

、
卿
希
泰

『
中
國

敎
史
』

四

（
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
九
五
）、
第
十
一

第
二

、
四

十
〜
四
十
一
頁
。
丁
（
二
〇
〇
七
）、
三
十
〜
三
十
二
頁
。
森

（
二
〇
一
〇
）、
二
十
四
頁
。
長
澤
志
穗
「

淸

敎

丹

と

『

嚴
經
』：

『
仙
佛
合
宗
語

』
と
『
太
乙
金
華
宗
旨
』
の
場
合
」

（
南
山
大
學
大
學
院
神
學

究
室
『
南
山
神
學

別

』
二
十
八

號
、
二
〇
一
三
）、
四
頁

。E
n
ck
ev
o
rt

（2013

）,p
.154

。

３
）

長
澤
（
二
〇
一
三
）
も
、『
伍
柳
仙
宗
』

收
の
『
門
人
問
答
』

を
元
に
同

の

を

べ
て
い
る
（
四
頁

）。『

藏
輯

』
の

六

構

の
『
仙
佛
合
宗
語

』
の

容
が
『
伍
柳
仙
宗
』

收
の
『
門
人
問
答
』
と
不
完

な
が
ら
一
致
す
る
こ
と
や
、

書

當

は
『
門
人
問
答
』
な
ど
の
題
で
世
に
知
ら
れ
て
い
た
可
能
性

自
體
は
、
森
（
一
九
九
四
）
で
早
く
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
た
（
二

〇
五
〜
二
〇
六
頁

）。

４
）

丁

（
二
〇
〇
七
）、
三
十
一
頁
〜
三
十
二
頁
。

５
）

E
n
ck
ev
o
rt

（2013

）
は
、『
丹

九

』
は
元
々
『
仙
佛
合
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宗
語

』
か
ら
一
部
の
問
答
を

粹
し
て
後
か
ら
作
ら
れ
た
書
物

な
の
で
は
な
い
か
と
い
う

を
示
し
て
い
る
（p

.154

）。
筆

も
か
つ
て
修
士
論

「
伍
守
陽
の

丹

に
見
る
實

と
生

活
」
に
て
、
そ
の

に
同

し
て
い
た
（
九
〜
十
頁
）。
し
か

し
、
嘉
慶
年

の
『

德
眞
源
』

收
本
の
發
見
に
よ
り

識
を

改
め
、『
丹

九

』
の

や
構

は
早
く
か
ら
確
立
さ
れ
て

お
り
、
む
し
ろ
『

藏
輯

』

收
の
『
仙
佛
合
宗
語

』
の
方

が

れ
て

立
し
た
書
物
だ
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

６
）
『

藏
輯

』
の
『
仙
佛
合
宗
語

』
に
お
け
る
『

嚴
經
』

の
引
用
に
つ
い
て
は
、
長
澤
（
二
〇
一
三
）
が
考
察
し
て
い
る
。

７
）
『
首

嚴
經
』

八
に
「

に

胎
に

び
、
親
し
く
覺
胤
を

奉
す
れ
ば
、
胎
已
に
人
相
を

し
て
缺
け
ざ
る
が
如
し
。
方
便

足

と
名
づ
く
（

胎
、
親
奉
覺
胤
。
如
胎
已

人
相
不
缺
。

名
方
便

足

）」（
大
正
藏
第
十
九

、
一
四
二
頁
中
）
と
あ
る
。

８
）
『
首

嚴
經
』

八
に
「
阿

是
く
の
如
く
淸
淨
に
禁
戒
を
持

す
。
人
心
婬
を
貪
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
外
に
於
い
て
六
塵
流

す

る
こ
と
多
か
ら
ず
。
流

せ
ざ
る
に
因
り
て
、
元
に
旋
し
て
自
ら

す
。
塵

に

ら
ず
、
根
偶
す
る

無
け
れ
ば
、
反
流
し
て
一

を

う
し
、
六
用
行
ら
ず
（
阿

如
是
淸
淨
持
禁
戒
。
人
心
無
貪

婬
、
於
外
六
塵
不
多
流

。
因
不
流

、
旋
元
自

。
塵

不

、

根
無

偶
、
反
流

一
、
六
用
不
行
）」（
大
正
藏
第
十
九

、
一

四
一
頁
下
）
と
あ
る
。

９
）
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
』

六
十
五
に
「
如
來
の
行
く

の

を

む
を
爲
し
、

か
ら
ず

か
ら
ず
、
審
諦
し
て
經
行
す
（
爲

如
來

行
之

。
不

不

。
審
諦
經
行
）」（
大
正
藏
第
十

、

三
四
九
頁
下
）
と
あ
る
。

10
）

E
n
ck
ev
o
rt

（2013

）
も
同
じ
く
、
伍
守
陽
が
自
ら
の
法
脈
の

正
統
性
を
「
金
蓮
」
の
語
で
表
現
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に

れ

て
い
る
（
一
五
一
頁
〜
一
五
二
頁
）。

11
）

た
だ
し
、

の
地
婆
訶
羅
に
よ
る
異
譯
で
あ
る
『
方
廣
大
莊
嚴

經
』

二
に
は
、「
佛
、

の
比
丘
に

ぐ
。
菩
薩
入
胎
の
夜
、

下
は
水
際
從
り
蓮

涌
出
し
、
穿
ち
て
地
輪
を

ぎ
、
上
は
梵
世

に
至
る
（
佛
、

比
丘
。
菩
薩
入
胎
之
夜
、
下
從
水
際
涌
出
蓮

、
穿

地
輪
、
上
至
梵
世
）」（
大
正
藏
第
三

、
五
五
〇
頁

上
）
と
い
う
箇

が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
發
生
す
る
蓮
華

の
色
に
つ
い
て
は

體

に
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。

三
八

伍
守
陽
の

作
活
動
と

丹
法



【附表一】輯 本『仙佛合宗語 』に關 する各テキストの構

①『門人問答』およ

び『 古 』

『 德眞源』 收

『沖 伍眞人仙佛

合宗語 』の附

②『門人問答』およ

び『 古 』

『伍柳仙宗』 收

『仙佛合宗』の附

③『仙佛合宗語 』

( 六 )

『 藏輯 』(嘉慶

年 )畢集 收

○ ○

○「吉王朱太和十九

問」※實際に收 さ

れる問答數は十個

吉王朱太和との十

問答

× ×
○「和吉王朱太和詩

二首」

吉王朱太和に與え

る詩歌二首

○※輯 本『仙佛合

宗語 』における六

問目を缺く

○※輯 本『仙佛合

宗語 』における六

問目を缺く

○「伍太 六問」
伍太 との五また

は六問答

○※問答の收 順序

が輯 本『仙佛合宗

語 』と異なる

○※問答の收 順序

が輯 本『仙佛合宗

語 』と異なる

○「伍太一十九問」

伍太一との十九問

答(一問目～十問

目)

× × ○「伍太一十九問」

伍太一との十九問

答(十一問目～十

九問目)

× × ○「李羲人七問」 李羲人との七問答

× ×
○「長沙王朱星垣二

問」

長沙王朱星垣との

二問答

× × ○「伍守 二問」 伍沖 との二問答

× × ○「 與 六問答」 與 との六問答

○「 古 」 ○「 古 」 ○「或問十三條」
古人の言に關する

十三問答

× × ○「 問答三條」 その他三問答

× × ○「伍眞人修仙歌」 「伍眞人修仙歌」

○「仙佛合宗語 自

序」
× ×

伍守陽「自序」

(崇 禎七年甲戌

［1633］)

・獨自の 題等を有する場合は「 」 に示す。

・③のみ に を含む。
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【附表二】輯 本『伍眞人丹 九 』に關 する各テキストの構

①『沖 伍眞人仙佛

合宗語 』

『 德眞源』 收

②『仙佛合宗』

『伍柳仙宗』 收

③『伍眞人丹 九

』」『 藏輯 』

畢集 收

○「仙佛合宗 」 ×
○「伍眞人丹 九

」

伍守陽「 」

(崇禎十三年庚辰

［1640］)

○ ○
○「伍眞人丹 九

序」

伍守陽「序」(

立年不詳)

× ○ ×

鄧徽績「叙」(光

二十三年丁酉

［1897］)

○ ○ ○ 「 第一」

○ ○ ○ 「眞 第二」

○ ○ ○
「水源淸濁眞丹幻

丹第三」

○ ○ ○
「火足候止火景

大藥候天機第四」

○ ○ ○
「七日 大藥天機

第五」

○ ○ ○
「大藥 關 天

機第六」

○ ○ ○ 「守中第七」

○ ○ ○
「出神景出神收神

法第八」

○ ○ ○ 「末後 第九」

○ × ○
「後跋」( 立年不

詳)

○ × ○
「邱 傳小 天

歌訣」

・獨自の 題等を有する場合は「」 に示す。
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【附表三】輯 本『仙佛合宗語 』本 に見られる眞源本『門人問答』に存在

しない問答のテーマについて

數：葉數 質問 ：收 位置 質問 容(原 )

例１

畢集一：88a～

b

伍太一：五問目に附

隨

問曰、玄 之 五 有法 可證 、人

可易信。今以蘆 穿膝爲佛 五 之 、

以折蘆渡江爲 五 之 。但我

似凡夫之見、同於信心不 。不知何

證據而可令人必信不疑乎。

例２

畢集一：105a

～106b

伍太一：七問目に附

隨

問曰、世之從事仙佛 、皆分爲二宗、

各立門 、以 髙。今獨言、工夫一、

景 一、證果一。然 仙佛之言、若不

一。我亦未識其爲一、不能不同世人之

分、 不能不疑今一之 。 詳之。

例３
畢集二：25b 伍太一：十一問目 十一問曰、今語仙佛 修果同一法、未

知古來曾如是 否、後世有知 否。

例４
畢集二：26b 伍太一：十一問目に

附隨

問、佛 自 爲仙、不知仙可自言曾

與佛是一否。

例５
畢集二：30a～

b

伍太一：十三問目 十三問曰、佛 同於仙。仙有五等、佛

門宗有五目、俱相同否。

例６

畢集二：30b 伍太一：十三問目に

附隨

問、仙宗下以長生爲根基、佛宗下只

談凡夫死 禪。命 而死、以輪 現而

能 爲當機、以生天生爲轉身出頭、

謂之沙門四果。仙宗或不言此。

例７
畢集二：37b 伍太一：十三問目に

附隨

問、今 佛言長生不死、從何證據。

例８
畢集二：39a 伍太一：十三問目に

附隨

問、何爲小刧中刧之年數。

例９

畢集二：60a 伍太一：十七問目 十七問曰、仙佛 同一 一修、而 有

素之異、得無畢竟有戒無戒之不

同乎。

例10
畢集二：66a 伍太一：十七問目に

附隨

問、佛宗戒 戒 之 、云何。

例11

畢集二：67b 伍太一：十八問目 十八問曰、仙敎中有以點 銀、

昇仙爲言 。佛敎中不言此。必此爲仙

佛之 以異乎。

例12

畢集二：72a 伍太一：十八問目に

附隨

問、 言仙佛皆有 之 、是若謂

爲有。 云、 外物爲理之必無、是若

言爲無。似兩其 之不同何也。
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數：葉數 質問 ：收 位置 質問 容(原 )

例13

畢集二：88b 伍太一：十九問目 十九問曰、彼敎不信長生、而任其有死

必有後生。抑何 爲不生於天而生於

人畜。願語與後學知之。

例14
畢集二：89a 伍太一：十九問目に

附隨

問、若受後有有得人身有得畜身分受

之時、抑何可以轉其畜機而生爲人乎。

例15

畢集二：90a～

b

伍太一：十九問目に

附隨

問、 見宗門人言了生死、不入輪

畜 。 仙佛之 爲不足學。彼自

有法愈於仙佛。果然乎不然乎。願 慾

聞。

例16
畢集二：90a～

b

伍太一：十九問目に

附隨

問、彼以此死爲了生死與不了生死

其差別、何以爲異。

例17
畢集三：4b 李羲人：六問目 問之六曰、古禪師有數十年入定而不出

、可同否。

例18

畢集三：8a～

b

長沙王朱星垣：二問

目

二問曰、聞古人云、仙 神胎、

神而出陽神。佛修禪定爲悟 、 則

出定。昨 言、仙 是入定出定、莫是

以胎息轉爲入定之名。抑以佛法可擬之

仙法否。

例19

畢集三：40a 問答：一問目 或問曰、 人 髙曰、仙大謂老子度釋

佛。 人 髙曰、佛大謂仙必參佛

而後 眞果。有是 非 。

例20
畢集三：41b～

42a

問答：一問目に附

隨

問、東土有此事否。

・仙宗と佛宗の一致や相 を る質問のみを 載
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